


(1)嗽特噺  図4にジェット代綸エネ

ルギがイしく夕ヾ へ卑甚突イヒさせた場合の

子均え及分布塵ふす。図5にはノズル(荷く

るしヽて, ′ヾしス釣K発生するえ圧のご
~ク准の

失イこと姿勇氣ぞれ有率κオして示す。手カノロ圧感

賀気′M争率が島くなるどエアー7hiiブ
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勁̀ミひ
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見6ズるが、えニピ́ダ種はなへ̀石

率およびシエツト秩鮪エネルギによって安化  ロイ.平耽 圧鳥0ガ布
し・ジェット偽Gエネルギく岩尺した́たoだ解 4率κちヽ)て 言40
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囲5えニヒL′値PPO妊

な となることがわがった。

(11)考多d風試ズ歌 ノズしに紙‖面Lや轟 した反鮭く笙直設定

しを発拗ス浄|を行った。囲δ、図7に'ズ
.1し
ィ第Й晨堕え たホ2僣誤負

につヽ てヽ力争働請|ズより失に̀ 煮す。図δよリノズルを角速Aが

疋しヽ/3 at/s場゙合、聟久0混入がいヽ盪合にたべ抵浄脚夜バ人
冬くなり́たのジェット″賭省エネ|しギκスして長通なr魚′4率
ぶ存在する鯉 `くる。́方、図70ノズ′幽 之燿レκとい

29伽るの場合にはデムのえべによる抵難いaの名人は受々 な
もヽ。

このことは、ノズル●銘な が宮くρ暮工猥 lξよるザ十九作凰ど

排上えKに蟹凄な関医ガVあるどオえグく、ノズl囲物的速表ぴ́ た
櫨ス上ギはタヘによる排上Mが 追薇できなくなるtのど考えう

くる。また、ノズし働多ほt友に関者ヽなく́ た。蟹へa負率とジェ

リ` 秩絡二不lしギ
・
にて颯贄レ駒えが澤υマ値ともつことは、ェ了́ べ

ず,しウォータジェットの′ヾルス的に発生するスニによるくごび綺

来により炉鎖ヤ七出LOFalげこに と上塀こせるのに猥史なだ解 4

率が存在するとな照ぐKる。写臭fに考動派難1形天の́ ね11示す。

`臭 (`)、(C)、(C)、(f)の よりにだ久リセベ峙には、夏気の

え＼。なしヽta)、(a)にえべ、僣鋼nttV無罪の間け
・
さが蟹スに

より尺きくな)、施軸とともなって申照飾化しく

比盤が影なこK乃=とがわかり、Fへ0井上効

果によってが則‖守0排ムが難 に行、■ ξどが

わがった。患た。ノズ′ι“嗅を建″し代高よるど

曽ンヘヽ スリ夜さXてレヽく聟への残留1鰤颯ガゝ気K

なることがわかった。

4.まとめ エア́ Jiiブ,レウォータジェットK

よる7Kf颯静い、ノズル竹勲な な6びK宙ス
をジ負ヰKよって抵It臓ガヾ夫化し長血値が存在

することがわが,た。夕夜ほ.ノズルロ径、

4‖脅いこ盤、エア‐ベブι孝鋼Kクって、ヽ`
民族オ4``め長壺い汁颯11`鶴t嗅̀ 巧`κL
ていく子えで多ろぅ
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